
MDSJ 主催 PD ナース・メディカルスタッフ研修会シラバス v.2.1 

 

目標 

パーキンソン病（PD）に関して専門的な知識を習得し、パーキンソン病患者に対するチーム医療において

より専門性の高い関わりができる。 

 

受講対象者 

看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、介護福祉士、ケアマネージャー、社

会福祉士、臨床心理士、その他パーキンソン病診療・介護に関わる仕事についている方 

 

研修会内容 

                   * 訪問看護（訪問診療）はオーガナイザーの先生のご判断で省略可  

合計 5時間 20分（休憩除く） 

 

 

内容詳細 

1 オープニング 

PD 診療における多職種連携チーム医療の重要性を理解する。 

・ PD 診療に関わる多彩な職種 

 項目 ねらい（目標） 時間 

（目安） 

講師 

1 オープニング PD 診療における多職種連携チーム医療の重要性を

理解する 

10 分 オーガナイザー 

2 PD 概論 疾患の基礎知識、診断、症状、経過について理解する 40 分 医師 

3 薬物療法 抗 PD 薬の特徴と副作用について理解する 

運動合併症、非運動症状に対する治療について理解

する 

PD 診療における薬剤師の役割について理解する 

40 分 

 

20 分 

医師 

 

 

薬剤師 

4 デバイス補助療法

（device aided therapy: DAT） 

PD に対する DAT（脳深部刺激療法、デュオドーパ

®）の役割、留意点について理解する 

30 分 医師 

5 リハビリテーション PD 患者に必要なリハビリテーションと日常生活の

コツを理解する 

30 分 リハビリスタッフ 

6 看護 PD 患者に対して必要な看護について理解する（外

来・入院・訪問*）  

60  

分 

看護師（外来） 

看護師（入院） 

訪問看護師（もし

くは在宅医）* 

7 栄養・摂食嚥下 PD 患者に必要な栄養管理を理解する 

PD 患者の嚥下障害およびその対策を理解する 

20 分

20 分 

管理栄養士 

言語聴覚士（もし

くは歯科医） 

8 在宅支援 PD 患者の公的支援制度、地域連携について理解する  30 分 医療ソーシャルワ

ーカー 



・ チーム医療の必要性 

 

2 PD 概論 

疾患の基礎知識と症状について理解する。 

・ 疾患の基礎知識（疫学、原因など） 

・ 診断（検査、鑑別診断含む） 

・ 症状（運動症状、非運動症状）と経過* 

  * 運動合併症については主に薬物療法（医師）で講義する 

 

3 薬物療法 

抗 PD 薬の特徴と副作用について理解する。 

運動合併症、非運動症状に対する治療について理解する。 

PD 診療における薬剤師の役割について理解する。 

・ 抗 PD 薬の特徴と副作用（医師） 

・ 運動合併症の病態と治療、非運動症状に対する治療（医師） 

・ PD 診療における薬剤師の関わり（薬剤師） 

 

4 デバイス補助療法（DAT） 

PD に対する DAT（脳深部刺激療法 deep brain stimulation(DBS）、デュオドーパ®）の役割、留意点に   

ついて理解する。 

・ DAT の基礎知識（概要、適応、使い分け） 

・ DAT のトラブルシューティング 

 

5 リハビリテーション 

PD 患者に必要なリハビリテーションと日常生活のコツを理解する。 

・ 運動療法（転倒予防含む） 

・ 作業療法 

・  

・ PD 患者の日常生活の留意点 

 

6 看護 

外来および入院病棟において PD 患者に対して必要な看護について理解する。 

在宅で診る PD 患者の看護について理解する* 

・ PD 看護の基礎知識 

・ PD 患者の意思決定支援 

・ 症状別看護 

・ DAT に関連した看護 

・ PD の訪問看護（訪問診療）* 

・  

 * 訪問看護（訪問診療）についてはオーガナイザーの先生のご判断で省略も可 

 

7 栄養・摂食嚥下 



PD 患者に必要な栄養管理を理解する。 

PD 患者の嚥下障害、その対策を理解する。 

・ 神経難病患者の栄養 

・ 栄養指導 

・ 栄養補助食品 

・ 嚥下障害とその対策 

 

8 在宅支援 

PD 患者の公的支援制度、地域連携について理解する。 

・ 退院支援 

・ PD 患者の公的支援制度の紹介、社会資源の利用 

・ 多職種連携 

・ 家族への支援 

・ PD のリモート診療 

 


